




【要    約】

 平成 6 年度ならびに平成 7 年度厚生省心身障害研究「多胎妊娠の管理及びケアに関する

研究」において,以下の事柄が明らかとなった。 (1)多胎妊娠では妊娠中毒症や HELLP 症

候群等,直接母児生命を脅かす合併症の頻度が高い。 (2)双胎妊娠では中毒症の有無にか

かわらず,妊娠中,血小板やアンチトロンビンⅢ(AT-Ⅲ)活性の減少を示す患者が存在する。

(3)血小板数<100x109/Land/or AT-Ⅲ活性<65%を示した患者(全双胎例中約 15%)は HELLP

症侯群時に認められる GOT/GPT パターンと酷似した GOT/GPH パターンを高率(約 50%)に示

すようになる。来年度は双胎妊娠期間中の血小板数変動, AT-Ⅲ活性変動と分娩前後

GOT/GPT 変化との関連を明らかにするために prospective study を行う。本年度はそのた

めのプロトコール作成を行った。


